
大田区立大森第三小学校  

学 力 向 上 を 図 る た め の 全 体 計 画  

                                       

                                      令和元年度  

                                       2019.8 

  

 本校の授業改善の視点  

指導内容・方法の工夫  
教育課程編成上  

の工夫  

校内における  

研究や研修の工夫  
評価活動の工夫  

家庭や地域社会との

連携の工夫  

＊問題解決的な学習や体

験的な学習を重視し、児

童の主体的な活動を引き

出す指導法を工夫する。 

＊地域を活かした教材を用

いたり、外部講師を招聘

したりする授業を多く取り

入れる。 

＊児童の習熟の程度や興

味・関心等に応じた個別

指導と少人数指導を推

進する。 

＊各教科を通して、自分の

思いや考えを深め，適切

に表現する能力の育成を

図る。 

＊生活に活かせる国語力の

向上を図る。言葉や語彙

の指導に重点を置く。  

＊大田区漢字検定を活用

し、漢字の習得を図る。 

＊授業時間を確保し

補 助 的 な指 導 で

基礎基本の定着、

学 ぶ意 欲 、表 現

力 、 思 考 力 を 培

う。 

＊読み聞かせ、読書

活 動 を計 画 的 に

取り入れ、豊かな

感性 の育成や知

識と読書習慣の定

着を図る。 

＊週ごとの指導計画

による計画的な指

導の完全実施と時

数確保に努める。 

＊補習教室 (放課後  

･土曜日）を実施し

学 力 の定 着 を図

る。 

＊話し合い活動を中

心とした道徳の授

業を通して、豊か

な社会性と人間性

を育てるための授

業づくりを校内研

究として取り組む。

各学年１回の研究

授業と協議会を行

い、授業力の向上

を目指す。 

＊特別支援教育に

関する研修を実施

し、ユニバーサル

デザインに基づい

た授 業 設 計 を推

進する。 

＊教育相談研修や

校内指導体制の

充実により、児童

理 解 の深 化 を図

り、学習支援能力

の伸長を図る。 

＊学習指導要領を

踏まえ、年間指

導 計 画 に 基 づ

く、評価規準・評

価計画の改善 ･

活用を図る。 

＊校内研究の地域

教 育 連 絡 協 議

会への公開や学

校公開等の参観

を通して外部評

価を受け、改善

に活かす。 

＊評価結果の公開

や改善策につい

て学校だよりやホ

ームページ等で

情報公開する。 

＊学校支援地域本部

（スクールサポートお

おさん）の協力を得

て、地 域 の人材 を

活用した授業やわく

わくスクールを推進

する。 

＊基本的な生活習慣

や家庭での過 ごし

方 (生活リズム・家庭

学習等 )の定着のた

めに、より密接な家

庭や地域との連携

を図る。 

＊区・PTA ・地域行事

等において児童の

活動発表を積極的

に推進する。 

＊保 ・幼 ・小 ・中の情

報交換や交流活動

を深める(年間５回 )｡ 

○学ぶ意欲  

○問題解決能力  

○表現する力  

○ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力  

○知識･技能の定着 

○生活に活かす力 

学校の教育目標  

〇元 気 な 子 ◎考 え る 子 

〇がんばる子 ○やさしい子 

 

おおた教育振興プラン  

学ぶ意欲を高め、確かな学

力を定着させる。  

保護者・地域  

家庭・地域の実態  

保護者・地域の期待や願い  

道徳教育の指導の重点  
○感性や情操をはぐくむ体
験的な活動との関連を
図り、道徳の時間の充実
を図る。 

○思いやり･親切、友情･信
頼、助け合い、礼儀の指
導に重点をおき，「やさし
い子」の育成を図る。 

本校の考える  

「確かな学力」  

 

基礎基本の定着  

・朝学習・補習教室を週計画で位置付ける  

・家庭学習の励行 ・音読は毎日の宿題  

基本的な生活習慣の定着  

・「大三小１０のやくそく」学習規律の確立  

低学年・中学年・高学年に応じたプランを  

作成しプランの実行を月ごとに振り返る 

特別活動の指導の重点  
○学校生活をより明るく楽しくするために
豊かな体験等有意義な活動になるよ
うに工夫する｡ 

○縦割り班活動による異学年交流や集
会活動やふれあい活動を通して、友
達と協力してよりよい学校生活を築こ
うとする意欲を高め、自主的・実践的
態度の育成に努める。 

 

生活科、総合的な学習の時間等の 
指導の重点  

○人とのかかわりを活かして自ら学ぶ活
動を推進する。 

○地域と連携して指導の充実を図り、 
さらに人とのかかわりを通して地域へ
の愛着心を育てる。 

○各学年の児童の興味・関心に基づい
た課題解決能力を高める活動を展開
する。 

○各学年とも、外国語活動に取り組み、 
コミュニケーション能力の育成を図る。  

生活指導の重点  

○全職員の共通理解で指導にのぞむ ○基本的な生活習慣の徹底 ○規範意識の向上 

○安全意識の向上                 ○環境に配慮する子供を育てる  

            学校経営方針 (学力向上にかかわる要点 ) 

❍授業改善推進プランの実施を徹底し、基礎的・基本的な学習内容を確実に習得し、活用能力を高める。 

                                                            

各教科の指導の重点  
○基礎的･基本的な内容
の確実な定着を図る。 

○体験的・問題解決的な
学習を重視するなど、
学習指導方法の工夫・
改善に努める。 



                       

令和元年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

・どの学年も、国語の学習に自主的に取り組んでおり、高学年では学習効果測定の結果が前

年度よりも上がっている。 

・「話す・聞く」と「書く」は、活動の工夫や授業改善により、自信をもってできる児童が増

え、表現することを楽しみながら行えるようになった。 

 ・読書活動が充実したことにより、積極的に本を読む児童が増え、文章を読む力が付いてき

た。 

 

（２） 課題 

 ・学年が上がると苦手意識が高まる傾向にあるため、授業の工夫が必要。 

・相手の話を聞き、聞いたことから自分の考えや意見をもって述べる力を付ける。 

・学習した文字（平仮名、片仮名、漢字、ローマ字）を活用して、目的に沿った文を書く力

を付ける。 

 ・文の構成を正しく理解する。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和元年度結果 平成３０年度結果 平成２９年度結果 

第４学年 

目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

  

第５学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 

第６学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

いものが多い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

（第５学年時） 

目標値よりも高い 

全国平均正答率と同程

度 

区平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

関心・意欲・態

度 

話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語 

読 み 聞 か せ な

どは好むが、学

習 課 題 に 対 す

る興味・関心は

個 人 差 が 大 き

い。 

話し合いで必

要なこと（共通

点や相違点を

考える等）は理

解している。 

意 見 と 理 由 を

書 く こ と は で

きるが、段落に

分 け て 書 く こ

と に 課 題 が あ

る。 

人 物 の 気 持 ち

の読み取りや、

説 明 文 で 要 点

に 注 意 し て 読

む こ と に 課 題

がある。 

文 の 構 成 は 理

解している。漢

字 と ロ ー マ 字

の 読 み 書 き が

定 着 し て い な

い。 

 

 

 



 

 

② 高学年 

関心・意欲・態

度 

話す・聞く 書く 読む 言語 

内 容 が 難 し く

な り 苦 手 意 識

を も つ 児 童 が

増えている。文

章 問 題 を し っ

か り 読 ま ず に

課 題 に 取 り 組

んでいる。 

話 し 方 の 工 夫

を考えたり、話

を聞いて、内容

を要約したり、

ま と め て メ モ

を と る こ と が

苦手である。 

指 定 さ れ た 字

数で書こと、段

落 分 け や 要 約

が で き る 児 童

が少ない。 

段 落 の ま と ま

りを考え、要点

を 捉 え な が ら

説 明 文 を 読 む

こ と が 苦 手 で

ある。 

文 の 構 成 （ 主

語、述語、修飾

語）や指示語に

ついて、理解と

意識が低い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１） 低学年 

関心・意欲・態

度 

話す・聞く 書く 読む 言語 

・正しい姿勢や

学 習 の ル ー ル

を 繰 り 返 し 指

導する。 

・「話す・聞く、

書く、読む」の

基礎基本を、分

か り や す く 指

導し、定着させ

る。 

 

・目的を明確に

し た 話 し 合 い

活動を通して、

必 要 な 言 葉 が

抜 け な い よ う

に話す力や、集

中 し て 話 を 聞

く力を付ける。 

・ 文 の 書 き 方

を 、 Ｉ Ｃ Ｔ や

「 か く っ て た

のしいね」を活

用 し て 分 か り

や す く 丁 寧 に

指導する。 

・言葉や表現に

着 目 さ せ な が

ら、読み方の基

本 を 身 に 付 け

る。 

・自然の絵本を

読 む 機 会 を 増

やし、説明文に

慣れさせる。 

・ＭＩＭで拗音

や促音・撥音、

助 詞 の 使 い 方

の定着を図る。 

・既習した漢字

や 言 葉 が 活 用

できるように、

作 文 や 日 記 の

指 導 を 繰 り 返

す。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態

度 

話す・聞く 書く 読む 言語 

・文字を正しく

丁 寧 に 書 く こ

と を 日 常 的 に

指導する。 

・読み聞かせや

ブ ッ ク ト ー ク

等 で 本 に 対 す

る 興 味 を 広 げ

る。 

・いろいろな形

態 で 話 し 合 わ

せ、相手や目的

を 意 識 し た 話

し 方 を 身 に 付

けさせる。 

・聞く活動は、

話 の 中 心 に 着

目させ、メモを

取ったり、まと

め た り す る こ

とを繰り返す。 

・文の構成を意

識し、段落分け

を し て 書 く こ

と が で き る よ

うに、ＩＣＴを

活 用 す る な ど

分 か り や す く

指導する。 

・「書くって楽

しいね」を活用

し、丁寧に指導

する。 

・司書教諭と連

携し、読書活動

を工夫する。 

・文章の叙述や

言 葉 に 着 目 し

て、丁寧に読ま

せる。（接続語、

指示語、文章表

現、文章構成、

段落の要点、要

旨） 

・日常的に辞書

を活用させ、調

べ る 習 慣 を 身

に付けさせる。 

・基礎学習の時

間に、音読や文

字指導、短文作

り な ど の 活 動

を積み重ねる。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態

度 

話す・聞く 書く 読む 言語 

・文字を正しく

丁 寧 に 書 く こ

と、声を出して

音 読 す る こ と

を 日 常 的 に 指

導する。 

・相手や目的を

意識し、自分の

考 え が 伝 わ る

ように、適切な

言 葉 づ か い で

話し合わせる。 

・「書くって楽

しいね」を活用

し、自分の意見

と、その理由を

区 別 し て 書 く

力や、決められ

・文章の叙述や

言 葉 に 着 目 し

て線を引き、言

葉 や 文 章 表 現

から、気持ちや

場面、状況が読

・文の構成を正

し く 理 解 さ せ

るために、ＩＣ

Ｔ を 使 っ て 分

か り や す く 指

導する。 



・読書の時間を

設定し、読書環

境 を 整 え て 幅

広 く 読 書 さ せ

る。 

 

・話の中心をと

ら え る こ と が

できるように、

聞 い た こ と を

ま と め る 活 動

を増やす。 

た 文 字 数 で 文

を 書 く 力 を 付

ける。 

 

み 取 れ る よ う

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・どの学年も、目標値よりを上回っている。 

・５年・６年で、前年度よりも「関心・意欲・態度」が上がっている。 

 ・５年・６年で、全国値・区平均を上回っている。 

 ・５学年では、「先人の働き」「地図の見方」の正答率が、昨年度に比べ、大きく上昇した。 

 ・６学年では、「北方領土」「日本の貿易相手国」の正答率が、昨年度に比べ、大きく上昇し

た。 

（２） 課題 

 ・学年が上がるにつれて、社会的事象への関心・意欲・態度のポイントが下がっている。 

 ・記述で答える問題（表現力）の正答率が、低い傾向にある。 

 ・単元ごとの理解度のポイントに大きな差がある。 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和元年度結果 平成３０年度結果 平成２９年度結果 

第４学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

  

第５学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

 

第６学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも高

い 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

問 題 や 資 料 の 読 み

取 り を 難 し い と 感

じ て い る 児 童 の 関

心・意欲・態度のポ

イントが低い。 

用 語 の 意 味 を 理 解

で き な い こ と と グ

ラ フ を 正 し く 読 め

な い こ と が 要 因 と

して考えられる。 

地 図 記 号 や 方 位 の

知識をもとにして、

方 位 磁 針 の 針 の ふ

れ 方 に つ い て 実 際

の 調 査 場 面 に 即 し

て 判 断 す る も 問 題

の 正 答 率 が 著 し く

低い。地図記号や方

位 の 知 識 が 定 着 し

て い な い こ と が 原

因 に あ る と 思 わ れ

る。 

地 図 記 号 や 方 位 の

知識をもとにして、

与 え ら れ た 条 件 の

目 的 地 を 指 摘 す る

こ と が で き て い な

い。地図記号や方位

の 知 識 が 定 着 し て

い な い こ と が 原 因

にあると思われる。 

地 図 記 号 や 方 位 の

知 識 が 定 着 し て い

ない。 

 ② 高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

関心・意欲・態度が

昨 年 度 よ り 上 昇 し

た。しかし、学習内

容 が 変 化 す る に つ

れ、実感が伴わない

区 や 全 国 の 平 均 値

を上回り、概ね良好

である. 

しかし、記述で答え

る 設 問 は 無 回 答 が

複 数 の 資 料 を も と

に 読 み 取 る 問 題 に

対 し て 前 年 度 よ り

正 答 率 が 下 が っ て

いる。正しい資料を

区 や 全 国 の 平 均 値

を上回り、概ね良好

で あ る が 、 昨 年 同

様、単元ごとの理解

度 に 大 き な 差 が あ



こと、覚える内容が

難 し い こ と な ど か

ら、関心・意欲が薄

れ て い く 傾 向 が あ

る。 

目立った。学習した

こ と を 活 用 す る 設

問に課題がある。 

選択したり、グラフ

を 読 み 取 っ た り す

る こ と に 苦 手 意 識

をもつ児童が多い。 

る。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

見学・体験を伴った

学 習 を 多 く 取 り 入

れ、社会科に対する

興味・関心が持続す

るようにしていく。 

問 題 解 決 的 な 学 習

を意図的・計画的に

行う。学習問題を立

て る 、 予 想 を 考 え

る、学習問題に対す

る 自 分 の 考 え を ま

とめる、という学習

を繰り返し行って、

考 え て 表 現 す る 力

を伸ばす。 

３年生のうちから、

地 図 を 活 用 し た 学

習 活 動 を 積 極 的 に

取り入れる。資料の

読 み 取 り を 丁 寧 に

指導する。また、そ

の 資 料 が ど ん な 社

会 的 事 象 に つ な が

っ て い る の か を 読

み取らせていく。 

地 図 記 号 や 方 位 の

知識について、繰り

返し指導していく。 

 

（２）高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

調 べ 学 習 を 多 く 取

り入れたり、映像資

料 を 活 用 し た り す

るなどして、児童に

身 近 な 問 題 と し て

と ら え ら れ る よ う

にする。また、導入

時 に 的 確 な 資 料 を

提示し、問題解決型

学 習 へ と 展 開 さ せ

ていく。その中で、

興味・関心を持たせ

る。 

単元を通して、問題

解 決 的 な 学 習 を 意

図 的 ・ 計 画 的 に 行

う。また、自分で考

え た こ と や 活 か し

た い こ と な ど を 児

童が主体的に考え、

表 現 で き る 機 会 を

多く設定していく。 

資 料 を 視 覚 的 に 捉

え る こ と が で き る

ように、拡大資料や

映像などを多用し、

読 み 取 る 視 点 を 明

確にしながら、丁寧

な指導を行う。その

上で、複数の資料か

ら 読 み 取 れ る 社 会

的 事 象 を 明 ら か に

していく。地図帳な

ども活用する。 

社 会 的 事 象 に 関 す

る 用 語 は 丁 寧 に 調

べさせ、活用できる

ように指導し、国語

辞典も活用する。学

習 し た こ と を も と

に、自分たちで問題

を 作 っ て 解 き 合 っ

たり、新聞やリーフ

レ ッ ト な ど を 作 っ

たりして、知識を確

か な も の に し て い

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度 算数科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・４、５、６学年全てで目標値を上回ることができた。 

 ・６年生については、すべての観点で大幅に前年度や区、全国の平均を上回った。 

（２） 課題 

 ・どの学年も目標値は上回っているが、6 年以外は区や全国の平均値を下回った。 

 ・観点別に見ると「数学的な考え方」、基礎・活用で見ると「活用」の特に「思考・判断」、

領域別に見ると「図形」の正答率が他と比べて低い傾向がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和元年度結果 平成 30 年度結果 平成 29 年度結果 

第４学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

  

第５学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 

 

第６学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率と同程度 

（第５学年時） 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

関心・意欲・態

度 

思考・判断・表現 技能 知識・理解 

概ね良好である

が、既習事項の

学習内容が身に

ついていないた

め、活用問題に

取り組めないの

で、関心・意欲・

態度のポイント

を下げている。 

 

円や球を使った

問題、正三角形の

性質を使った問

題、式の意味を場

面と結びつけて

考える問題の正

答率が低い 

 

２つの時刻の間の時間を求める

ことの正答率が低い。また、かけ

算の筆算を使った計算について

は苦手意識の高い児童が多く、正

答率も低い。 

 

長さ、重さの推

察が苦手であ

る。 

ｃｍ、ｍ、ｋｇ

などの単位か

らの長さや重

さのイメージ

ができない。 

② 高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

既 習 事 項 の 学 習 内

容、特に計算の仕方

が 身 に つ い て い な

い た め に 算 数 全 般

の理解が難しく、関

心・意欲・態度のポ

イ ン ト を 下 げ て い

伴 っ て 変 わ る 二 つ

の 数 量 の 関 係 を 式

に表す問題、文章問

題 を 表 し た 図 を 選

択 す る 問 題 の 正 答

率が特に低い。 

 

小数、分数の計算全

般、正方形の面積を

求める問題、ひし形

の 作 図 の 正 答 率 が

低い。 

 

 

概数の表し方、二次

元 表 の 読 み 方 の 理

解 が 難 し い 児 童 が

多い。 

 

 

 



る。 

 

 

目標値に対し、約２

０ ポ イ ン ト 以 上 高

い結果となった。区

平均、全国平均と比

べ て も ２ ０ ポ イ ン

ト 近 く 上 が っ て い

る。 

 

 

 

目標値に対し、約３

０ ポ イ ン ト 高 い 結

果 と な っ た 。 区 平

均、全国平均とは比

べ て も 約 ２ ０ ポ イ

ント上昇した。 

 

 

 

 

目標値に対し、約２

０ポイント高い。区

平均、全国平均とは

比 べ て も 約 １ ０ ポ

イント上昇した。 

基 礎 的 な 四 則 演 算

の間違いが多い。 

 

 

 

目標値に対し、約２

０ポイント高い。区

平均、全国平均とは

比 べ て も 約 １ ０ ポ

イント上昇した。合

同な図形、角や円に

つ い て の 理 解 が や

や不足している。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

導入場面で、実生

活に即した場面

を設定したり、算

数的な活動を計

画したりするな

ど、児童の興味・

関心を高める工

夫をしていく。 

文章問題の立式が苦手

な児童が多いので、問題

解決的な学習を意図的、

計画的に行う。何を問わ

れているのか、大事なと

ころに線を引いたり、図

をかいたりしてから式

を立てるようにする。ま

た、筆算の仕方などにつ

いて、形式的な手続きの

理解に偏らないよう、ブ

ロックなどを活用して

思考力を深める。 

中学年の学習にス

ムーズに入れるよ

うにするため、１

０の分解、繰り上

がりのたし算の筆

算、繰り下がりの

ひき算の筆算、か

け算九九の演習を

繰り返し行う。 

数量関係の把握が苦

手である。具体物を操

作することで、数量に

関するイメージをも

たせ理解につなげら

れるように指導を行

っていく。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

既 習 事 項 の 確 実 な

定着を図ることが、

新 単 元 の 問 題 解 決

を す る 過 程 に お い

て、関心・意欲を継

続させると考える。

既習事項の定着、復

習 を そ の 都 度 行 っ

ていく。デジタル教

材を有効活用する。 

問 題 解 決 的 な 学 習

を通し、対話的学習

を多く取り入れ、複

数 の 考 え 方 や 解 法

に 触 れ な が ら 主 体

的 に 考 え を も て る

ようにする。図や言

葉 を 用 い て 自 分 の

考 え を 表 現 で き る

指導を行っていく。 

高 学 年 の 学 習 に ス

ム ー ズ に 入 れ る よ

うにするため、四則

計 算 に つ い て は 繰

り返し定着を図る。

筆 算 の 仕 方 な ど ノ

ート指導を統一し、

技 能 の 定 着 を 図 る

指導を行う。 

「量と測定」の単元

については、単位換

算 す る 理 解 が 難 し

かったため、数量の

推 察 が 基 準 を も っ

てできるように、具

体 物 の 操 作 を し な

が ら 指 導 を 行 っ て

いく。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

新 単 元 に ス ム ー ズ

に 入 れ る よ う に す

るため、導入などで

既習事項の定着、復

習 を そ の 都 度 行 っ

ていく。また、意欲

の 継 続 に 向 け て 、

様 々 な 考 え 方 に 触

れ ら れ る よ う な 学

習の形態を工夫し、

必 要 に 応 じ て 具 体

図 や 数 直 線 に 表 す

指 導 を 繰 り 返 し 行

い 、 表 現 力 を つ け

る。既習事項に関す

る 知 識 を 用 い て 課

題 に 取 り 組 ん で い

けるようにする。教

えあったり、考え方

を 共 有 し た り す る

活動を設定する。 

計 算 の き ま り を 含

め た 四 則 計 算 の 復

習を徹底する。丁寧

な ノ ー ト 指 導 に よ

り、計算や作図の精

度 を 高 め る よ う に

する。 

コ ン パ ス や 分 度 器

の 扱 い に 慣 れ さ せ

る。ワークテスト等

で の 見 直 し や 解 き

数 量 関 係 の 把 握 を

ス ム ー ズ に 行 え る

ようにする。長さ、

面積、体積などの単

位 か ら の 量 感 を イ

メ ー ジ で き る よ う

繰り返し指導し、掲

示、ICT なども工夫

する。 



物を用意する。デジ

タ ル 教 材 を 有 効 活

用する。 

直 し の 意 識 も 高 め

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

（１） 成果 

 ・第６学年では、目標値・区平均・全国平均のすべての項目で、校内平均正答率が上回った。 

 ・第４学年では、目標値・区平均の項目で、校内平均正答率が上回った。 

 

（２） 課題 

 ・第５学年では、目標値・全国平均の項目で、校内平均正答率が下回った。 

 ・「思考・判断」についての正答率が低い。 

 ・「技能」についての正答率が低い。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和元年度結果 平成３０年度結果 平成２９年度結果 

第４学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも高

い 

  

第５学年 

目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率と同程度 

 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも高

い 

（第４学年時） 

 

第６学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

（第５学年時） 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

概ね良好。 

 

 

時 間 の 経 過 に 伴 う

影 の 動 き や 磁 石 の

働きについて、理解

は で き て い る が 思

考 を 伴 う 問 題 に 対

し て の 正 答 率 が 低

い。 

植物の種の様子や、

植 物 が 成 長 し て い

く 過 程 を 記 録 す る

際 の 注 意 点 や 観 察

す べ き 内 容 に つ い

て の 知 識 が 身 に 付

いていない。 

概ね良好。 

② 高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

概ね良好。 実験結果をもとに、

考 察 を 進 め て い く

上で、自分の言葉で

表 現 す る こ と に 課

題がある。また、い

く つ か の 事 象 を 関

連 付 け て 考 え る 問

題の正答率が低い。 

ど の 条 件 を 揃 え て

実験を行うか等の、

実 験 に 関 す る 技 能

が 身 に つ い て い な

い。第 5 学年は、動

物 や か ら だ の つ く

り を な ど の 視 点 を

決めて観察し、細密

画 や 説 明 文 で 観 察

カ ー ド に 記 録 す る

「 １ 年 間 の 動 物 の

様子」と「動物のか

ら だ の つ く り と 運

動」についての正答

率が低い。「生命・

地球」領域の正答率

がやや低い。人間の

臓 器 や 動 植 物 の つ

くり、育つ過程につ

い て の 知 識 が 定 着



技能が弱い。 していない。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

（1）中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

児童にとって、見通

し が も て る よ う な

学 習 の 展 開 を 工 夫

し、単元の導入など

で は 適 切 な 資 料 を

用意していく。 

実際に触れたり、体

験 し た り す る 活 動

を な る べ く 多 く 取

り 入 れ る よ う に す

るなど、自分事とし

て 考 え ら れ る よ う

に す る 工 夫 が 必 要

である。 

問 題 解 決 を 図 る 手

順を習慣づける。 

予 想 や 考 察 を 自 分

で考え、表現する活

動 を 充 実 さ せ る 必

要がある。 

絵や図、表なども必

要 に 応 じ て 用 い た

り、自分の考えを整

理して、友達と伝え

合 っ た り す る 機 会

を設ける。 

デ ジ タ ル 教 材 を 効

果的に活用し、具体

的 な イ メ ー ジ が 持

てるようにする。 

 

観察・実験のねらい

をはっきりさせ、そ

の た め の 条 件 を 明

確にする。 

実 験 器 具 の 名 前 や

扱 い 方 を し っ か り

と理解させる。一人

一 人 が 実 験 器 具 を

適 切 に 使 う こ と が

できるように、活動

場 面 を 多 く 設 定 す

る。 

実験・観察を行う際

には、方法や、注意

点 に つ い て し っ か

りと指導し、知識の

定着を図る。 

重 要 語 句 や 資 料 を

掲 示 し 、 定 着 を 図

る。 

普 段 の 生 活 や 自 分

の体験と結びつけ、

実 感 を 伴 っ た 理 解

を目指す。 

自然事象について、

比 較 し た り 関 連 付

けたりしながら、理

解 を 深 め ら れ る よ

うにする。 

た し か め プ リ ン ト

等を活用して、知識

の定着を図る。 

 

（2）高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

単元の導入時には、

実 際 の 生 活 と 関 連

付け、観察や実験等

の 直 接 体 験 を 重 視

し た 内 容 や 学 習 の

展開をしていく。 

 

 

 

 

 

 

予想を立てる際は、

生 活 経 験 か ら 根 拠

の あ る 表 現 を さ せ

るようにする。 

条 件 に つ い て の 理

解（変えるものと変

えないもの）を深め

る。実験から分かっ

たことをまとめ、そ

こ か ら 分 か っ た こ

と や 考 え た こ と を

表 現 す る 時 間 を 十

分にとる。 

 

実験器具の名前、使

い 方 を 正 し く 理 解

させる。 

実 験 は 少 人 数 で 行

わせ、実験の手順や

条 件 を 明 確 に さ せ

る。また、一人一人

が役割を担い、責任

感 を も っ て 参 加 さ

せる。 

観察・実験の方法を

考え、視点を明確に

し、実験結果の見通

し を も つ こ と が で

きるようにする。 

重 要 語 句 や 資 料 を

掲 示 し 、 定 着 を 図

る。 

実 感 を 伴 っ た 理 解

を目指し、日常生活

と の 関 連 を 示 し た

り、考えさせたりす

る。 

写真や映像等、視覚

的 に 科 学 的 事 象 を

捉えられる、効果的

な 資 料 や 教 材 を 活

用していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度 生活科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・身近な植物を育てたり動物と触れ合ったりする活動を通して、生き物への関心が高まり、命を

大切にする気持ちが芽生えた。校庭の周辺や裏庭の豊かな自然環境を活かして、草花遊びや虫

の観察、草花を育てるなどの活動ができた。  

・友達や教職員、学校や地域を支えている人々と触れ合う機会、１・２年の交流の場の設定、夏

休みや冬休みに家庭での手伝い活動等を設定することで、自分達は多くの人に支えられている

こと、家族や学校の一員であることに気付くことができた。また自分の成長にも気付くことが

できた。 

 

（２） 課題 

 ・年間指導計画を毎年見直し、学校行事や地域の行事等と連携を図ったものにする。身近な

植物や動物との触れ合いの活動を意図的に設定し、観察の方法等を意図的に提示して児童の気

付きの質を高めていくための工夫が必要である。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

 

関心・意欲・態度 思考・表現 気付き 

学習に、継続して意欲的

に取り組めるように、教

材の提示のタイミングや

方法を工夫する。 

身近な自然や植物、生き

物との継続的な関わりの

機会を増やす。 

 

体験を通して感じたこと

や喜びを多様な形で表現

できるように観点を明確

にし、表現する方法を工

夫させる。特に、ＩＣＴ

を活用した発表や振り返

りを行う。また、友達同

士で認め合える意見交流

の時間を設ける。 

友達や先生方、学校や地

域を支えている人々と関

わる活動、１・２年生の

交流活動を設定したり、

お手伝い活動をしたりし

て、自分が多くの人に支

えられ、家族や学校、地

域の一員であることに気

付き、自分の成長に気付

くことのできる活動を行

う。 

身近な自然や植物、生き

物と継続して関わる中

で、気付きを深めて、い

けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・楽器の演奏に意欲的に取り組む姿が増えた。 

 ・響きのある声で歌おうとしている。 

（２） 課題 

 ・聴きあう力が十分ではない。 

 ・打楽器には意欲的だが、リコーダーには意欲的ではない児童が多い。 

 ・拍を感じながら演奏することが難しい。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 音楽表現の創意

工夫 

技能 鑑賞 

身体を動かして

拍を感じること

で、音楽を楽しん

だり、興味・関心

をもったりでき

るように活動に

工夫をする。 

音の高さや音色、

拍のまとまりを

感じ取れるよう、

音遊びや手遊び

などを学習に取

り入れる。 

鍵盤ハーモニカ

の正しい運指や

タンギングがで

きるように一人

ずつ演奏する場

面を設け、丁寧に

指導する。 

音の種類や音色

の違いを感じ取

り、特徴や面白さ

に気付けるよう、

板書やワークシ

ート、発問を工夫

する。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 音楽表現の創意

工夫 

技能 鑑賞 

使用教材を工夫

し、音楽を楽しむ

ことができるよ

うにする。 

 

 

 

曲に合わせた発

声・演奏法や、強

弱の付け方を指

導する。 

声を響かせられ

るよう、常時活動

を利用しながら

意識づけをする。

リコーダーでは

一人ずつ演奏す

る場を設け、個々

に合わせた指導

をする。 

音楽の要素を感

じられるよう、提

示法に工夫する。

また音楽作りに

つなげることで、

音楽を構成する

要素を実感でき

るよう指導する。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 音楽表現の創意

工夫 

技能 鑑賞 

基礎理論・技術を

定着させ、「分か

る・できる」感覚

が持てるよう、指

導を工夫する。 

 

 

 

 

曲想を意識し、そ

れを表現できる

よう、楽曲の理解

を促し、それを歌

唱・演奏法に結び

付けられるよう、

指導に工夫する。 

歌唱ではハーモ

ニーを作り、感じ

ることができる

常時活動を取り

入れ、響きあう感

覚を養う。リコー

ダーでは、つまず

き易い技術の再

確認をする。 

音楽の要素や構

成を感じ取れる

よう、教材や板書

に工夫をする。 

 

 

 

 

 

 



令和元年度 図工科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・意欲的に取り組み、伸び伸びと楽しみながら取り組む児童が増えてきた。 

 ・様々な材料に出会い、積極的に自分の色、形、イメージを表現できる児童が多くなった。 

（２） 課題 

 ・意欲的に活動する児童が多いが、反面落ち着きに欠ける児童もみられる。 

 ・材料や用具の整備や児童が活動しやすい環境を整える。 

  

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能

力 

創造的な技能 鑑賞 

児童が楽しみな

がら、自分の感覚

や活動を基に形

や色などをとら

え、イメージをも

てるようにする。 

児童が形や色を

とらえ、さらに自

分のイメージを

大切にしながら

発想できる 素 材

や材料を考え、活

動できるように

する。 

基本的な用具の

扱いが身に付き、

児童が手や体全

体を働かせて扱

えるように材料

や用具を考え、授

業の計画を立て

る。  

自分や友達の作

品のよさに気付

けるように、ＩＣ

Ｔを活用するな

ど、展示方法を工

夫する等環境を

整備する。 

 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能

力 

創造的な技能 鑑賞 

楽しみながら活

動できる児童が

多い。 

様々な材料や用

具の体験を行い、

さらに楽しんで

活動できるよう

にする。 

様々な材料や表

現方法と出会い、

豊かな発想をし、

形や色などの感

じを基に、自分の

イ メ ージをもっ

て表すことがで

きるよう児童の

発想の広がりに

対応する。 

児童が表したい

ことを大切にし

て、児童が取り組

みやすい材料や

用具を準備し、そ

れらを児童が進

んで使い、表現を

工夫できるよう

にする。 

作品を作る過程

で、自然と友達の

作品や身近な美

術作品を鑑賞し、

よさや面白さを

感じ取る場を大

切にする。 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞 

個 性 の 強 い 児 童 も

こ だ わ り を も っ て

自 分 の 表 現 が で き

る よ う に 授 業 を 設

定し、それまでの材

料や用具の体験、自

分 の 見 方 や 感 じ 方

を大切にし、さらに

自 分 ら し い 表 現 を

進 ん で で き る よ う

にする。 

形 や 色 な ど の 造 形

的な特徴を基に、自

分 の イ メ ー ジ を も

ち、様々なテーマや

表現方法、材料など

か ら 児 童 が 発 想 や

構 想 を で き る よ う

に ,場の設定や支援

の 方 法 な ど 工 夫 し

ていく。   

児童が自分の

表したいこと

に合わせて、児

童が使いたい

材料や必要な

用具の特徴を

生かし、工夫し

て表せるよう

に環境を整え

る。 

自分たちの作

品や親しみの

ある作品など

に出会い、よさ

や美しさに気

付き、感じ取れ

るようにする。 

 

 

 

 



令和元年度 家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

1. 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・課題に対して興味をもって取り組むことができている。 

 ・個別に指導をすることで、基礎的・基本的な技能を身に付けることができる。 

 ・家庭科学習ノートを活用し、知識の定着が図れている。 

（２） 課題 

 ・日常での生活経験によって、実技の習得に差がある。 

 ・以前に学習した内容を忘れていることが多い。 

 ・家庭科用語の具体的な説明や手本が不十分であるために、指示が通らなかったり、指示し

たことが具現化できなかったりすることがある。 

  

 

2. 授業改善のポイント（観点別） 

 

関心・意欲・態度 創意工夫 技能 知識・理解 

児童の普段の生

活から問題意識

をもたせ、課題解

決に向けた学習

を行う。 

電子黒板を活用

して指示・内容を

明確にし、意欲の

継続を図る。 

手本や他の児童

の作品を提示す

ることで、多様な

考えや工夫に触

れさせる。 

実習を多く設定

し、必要な技能を

習得させ、以前に

行った実習も復

習できるように

する。 

個別指導を通し

て、基礎基本の定

着を図る。 

家庭科学習ノー

トを有効に活用

する。 

継続的に反復し

て学習すること

で、理解を確かな

ものにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・「ハッスルタイム」や体育集会を通して、体を動かす楽しさや喜びを味わうことができた。

縦割り班での活動を取り入れたことで、どの学年も意欲的に運動を行えるようになった。 

 ・「ハッスルタイム」を通して、持久力が全体的に高くなってきている。 

 ・自分に合った運動や場を選んだり、工夫したりできるような学習カードを活用することで、

少しずつ 

  自分にあった課題を設定し、解決できるようになってきた。 

 ・タブレットなどを活用し、自分の動きを確認することで、技能向上を図ることができた。 

（２） 課題 

 ・「早寝、早起き、朝ご飯週間」を実施するものの、習慣化ができていない。 

 ・昨年に引き続き、投力に課題が残った。「投げる」ことにつながる効果的な教材・教具の開

発・活用などを行っていく。 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

単元の導入では、こ

れから学習していく

内容の概要が視覚的

に分かるような学習

資料を用意する。 

簡単なゲームや遊び

を 導 入 時 に 取 り 入

れ、楽しみながら学

習を進められるよう

な授業を展開してい

く。 

自分に合った動きや

遊びを選んだり、工

夫したりできるよう

に、学習カードを効

果 的 に 活 用 し て い

く。 

友達の良いところ、

真似したいところを

発表し合える機会を

意図的・計画的に設

ける。児童に「どこ

に気を付けて行った

か。」等、コツを発表

させる機会を多く設

ける。 

準備運動の中に、リ

ズム遊びや鬼遊びな

どを取り入れ、楽し

みながら、身のこな

し方や様々な運動感

覚を養っていく。 

持 久 力 を 養 う た め

に、体育朝会やハッ

スルタイムと連携し

て、鬼あそびなどの

走る運動を行うよう

にする。 

各領域の遊びの特性

に応じ用具器具の使

い 方 や ル ー ル を 知

り、安全に行えるよ

うにしていく。 

（２）中学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

単元の導入では、こ

れから学習していく

内容の概要が見える

ような学習資料を用

意し、「何を学ぶのだ

ろう」と関心が高ま

るような授業を展開

していく。 

「 自 分 は こ う 考 え

る」「自分にできるこ

と」等、自分のこと

として捉えられるよ

うな学習活動を行っ

ていく。また、友達

同士で認め合える環

境を整えていく。 

自分に合った動きや

運動を選んだり、工

夫したりできるよう

に、学習カードを効

果 的 に 活 用 し て い

く。 

友達の良いところ、

真似したいところを

発表し合える機会を

意図的・計画的に設

ける。 

友達や教師からアド

バイスしてもらうな

ど、自分から聞いた

り す る 機 会 を 設 け

る。また、自分の言

葉で発表したり記録

したりしておく。 

準準備運動の中に、

補 助 運 動 を 取 り 入

れ、年間を通して、

様々な運動感覚を養

っていく。 

動きや技の技能ポイ

ントが分かるような

学 習 資 料 を 用 意 す

る。 

持 久 力 を 養 う た め

に、体育朝会やハッ

スルタイムと連携し

たり、鬼ごっこなど

の走る運動を行った

りする。 

「投げる」ことにつ

な が る 効 果 的 な 教

材・教具の開発・活

用を行う。 

「早寝、早起き、朝

ご飯週間」の実施に

伴い、家庭の協力の

もと、習慣化を図っ

ていく。「毎日の生活

と健康」「育ちゆくか

らだとわたし」の単

元を中心に指導し、

健康に対する知識・

理解を深めていく。 

各領域の運動の特性

に応じ用具器具の使

い 方 や ル ー ル を 知

り、安全に行えるよ

うにしていく。 



 

 

（３）高学年 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

単元の導入では、こ

れ か ら 学 習 し て い

く 内 容 の 概 要 が 見

え る よ う な 学 習 資

料を用意する。毎時

間、自分のめあてを

設定し、見通しをも

っ て 学 習 活 動 に 取

り 組 め る よ う に し

ていく。 

「 自 分 は こ う 考 え

る」「自分にできるこ

と」など、自分事と

して考えることがで

きるような学習活動

を行っていく。また、

友達同士で認め合い

アドバイスし合える

環境を作り、課題を

もって取り組めるよ

うにしていく。 

自 分 に 合 っ た 運 動

や場を選んだり、工

夫 し た り で き る よ

うに、学習カードを

効 果 的 に 活 用 し て

いく。 

友達の良いところ、

真 似 し た い と こ ろ

を 発 表 し 合 え る 機

会を意図的・計画的

に設ける。 

自分やグループの特

徴に応じた動き方を

知り、その特徴に応

じた取り組み方や作

戦等を考えるように

していく。 

単元の終わりには、

達 成 状 況 を 振 り 返

るようにする。 

準備運動の中に、補

助運動を取り入れ、

年間を通して、様々

な 運 動 感 覚 を 養 っ

ていく。 

動 き や 技 の 技 能 ポ

イ ン ト が 分 か る よ

う な 学 習 資 料 を 用

意する。 

「投げる」ことにつ

な が る 効 果 的 な 教

材・教具の開発・活

用を行う。 

大 田 区 小 学 生 駅 伝

大会に向けて、持久

力を養うために、体

育 朝 会 や ハ ッ ス ル

タ イ ム と 連 携 し て

持久走を行う。授業

に も 取 り 入 れ て い

く。 

「早寝、早起き、朝

ご飯週間」の実施に

伴い、家庭の協力の

もと、習慣化を図っ

ていく。「心の健康」

「けがの防止・病気

の予防」の単元を中

心に指導し、健康に

対する知識・理解を

深めていく。 

近隣の大学に「がん

教育」の講義を依頼

し、講師を招く。 

各領域の運動の特性

に応じ用具器具の使

い 方 や ル ー ル を 知

り、安全に運動が行

え る よ う に し て い

く。 

                                                               


